
１　総括
(１) 人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。

      ２　職員数については、令和３年４月１日現在の人数である。

　　　　　また、任期付短時間勤務職員、再任用短時間勤務職員及び会計年度任用職員を含まない。

      ３　給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用短時間勤務職員の給与費が含まれているが、

      　　会計年度任用職員の給与費は含まれていない。

 (３) ラスパイレス指数の状況

　（注）１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を

　　　　　用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

　　　　２　（）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指す。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味し

　　　　　た地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。

　　 　　　　 （ 補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）／（１＋国の指定基準に基づく地域手当支給率）により算出。）

　　　　３　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。
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東大阪市の給与・定員管理等について

（参考）

Ｂ／Ａ ２年度の人件費率

実 質 収 支

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当

※令和４年４月１日のラスパイレス指数が１００を超えている理由及び今後の見通しについて

　指数が１００を超えている要因はひとつに限定されるものではありませんが、給与制度としては、初任給基準が国家公
務員に比べて高いことが、主な要因であると分析しています。
　このことを踏まえ、平成３１年４月に給料表の独自見直し（水準引き下げ）及び初任給基準の引下げを実施しており、
今後の見通しとして、中長期的には指数の抑制効果を見込んでいます。
　今後も適正な給与水準の確保に努めてまいります。
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(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合の見直し

等に取り組むとされている。

①給料表の見直し

〔実施〕

（給料表改定の実施時期）平成２７年４月１日

（内容）行政職給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均２％引下げ。激変緩和のため、６年間（平成３０年３月３１日

までの間は現給との差額の１００％を支給、平成３０年４月１日から８０％、平成３１年４月１日から６０％、令和２年４月１日

から３０％と、段階的に引下げ、令和３年３月３１日をもって廃止）の経過措置（現給保障）を実施。

　 消防職給料表についても、国に準じて見直しを実施。

②地域手当の見直し

（支給割合）国基準１０％に対し、本市においても１０％（行政職）を支給。

（実施時期）国において支給割合に変更がないため、見直しの実施なし。

【参考】

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在）

①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

②技能労務職

円 円 円

円 円 円

円 円

円 円 円

○　技能労務職員の給与等の見直しに向けた取組方針

１　基本的な考え方

　平成１８年度以降は技能労務職の新規採用を行わず、非常勤職員の活用を図るなどの方法により職員数の削減に努

めてきたところであり、今後も引き続き行財政改革プランに基づき職員数の適正化を図っていきます。また給与につきま

しては、国家公務員や府下各市の動向を踏まえ、適正化に向けた取組みを推進していきます。

２　具体的な取組内容

　平成１９年度に国家公務員俸給表に準じた給料表の導入、平成25・26年度に技能労務職員を含む職員の昇給号数の

２号給抑制を行い、また、平成２７年度には給与制度の総合的見直しと併せて独自の給料表の見直しを行ったところであ

り、適正な給料水準の確保に努めています。また、諸手当におきましては、平成１９年度に特殊勤務手当の抜本的な見直

し、平成２１年度に持家に係る住居手当の廃止などを行い、適正化に向けた取組みを行っております。
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③高等学校教育職

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

④小・中学校（幼稚園）教育職

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

（注）１　「平均給料月額」とは、令和４年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均である。

      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手

　　　　当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされ

　　　　ているものである。　

　　　　　また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤

　　　　務手当等を除いたもの）で算出している。

（2) 職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 －

円 円 －

円 円 －

（3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年４月１日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

（注）　各経験年数に該当する職員数が３人以下の場合は、近似の経験年数の職員について記載しているが、

      近似の経験年数においても該当する職員数が３人以下の場合には、「－」と記載している。
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３　一般行政職の級別職員数等の状況

(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和４年４月１日現在）

（注）１　東大阪市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、

      　　行政職給料表の適用を受けない職員を含まない。

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。
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(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））　（令和４年４月１日現在）
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(3) 昇給への人事評価の活用状況（東大阪市）

４　職員の手当の状況

（1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（令和３年度支給割合） ※ （令和３年度支給割合） （令和３年度支給割合） ※

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　　  勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　5%～20% ・役職加算　5%～20% ・役職加算　5%～20%

・管理職加算　10%～25% ・管理職加算　10%～25%

(注) (   ) 内は、再任用職員に係る支給割合である。

※　令和３年人事院勧告における0.15月の引き下げ分（4.45月→4.3月）を令和４年６月期で調整。

○勤勉手当への人事評価の活用状況（東大阪市）

（2) 退職手当（令和４年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度 月分 月分 最高限度 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（4%～10%加算） （割増率2%～45%加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、令和３年度に退職した職員に支給された平均額である。

○ ○

○

ロ．　人事評価を活用していない

国
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ある成績率
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―
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1.9
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2.55
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　　　上位、標準の区分

イ．　人事評価を活用している

　　活用している昇給区分

( 0.9 )( 1.45 )

39.7575

1,503

47.709

24.586875

　　　標準、下位の成績率

イ．　人事評価を活用している
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( 0.9 )

4,665 22,359
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○ ○



(3) 地域手当

（令和４年４月１日現在）

千円

　 円

％ 人 ％

(4) 特殊勤務手当（令和４年４月１日現在）

千円

千円

　％

滞納処分業務等従事手当

危険作業手当

毒物等が発生するおそれのある場所で行う作業等に従事

１５種類

手当の名称

家畜伝染病の病原体の検査、培養等の業務に従事

日額200円

日額200円

勤務1回につき300円

日額2,000円

（3級以上は500円）

勤務1回につき200円加算

市立斎場において死体焼却業務に従事

月額23,000円医師又は歯科医師が療養、指導等医務に関する業務に従事

日額500円

犬、ねこ等の動物の死体の収集作業に従事

月額77,000円

日額150円

勤務1回につき1,000円

日額600円

1個につき10円

日額1,350円

日額200円

日額300円

日額300円

日額150円

日額150円

（1級は97,000円）

1体につき100円

1体につき100円

消防士長又は副士長が作業現場における安全確保のため監督業務に従事

支給実績（令和３年度決算）

日額600円

生活保護法の規定に基づく被保護者等の相談、調査又は指導の業務に従事

撮影回数に応じ月30,000円以内

日額150円

日額200円

日額100円

下記以外の者

支給単価

手当の種類（手当数）

脱羽後検査又は内臓摘出後検査業務で特に必要と認めるものに従事

夜間特殊業務手当

食鳥検査業務手当

犬の抑留作業等従事手当

抑留した犬又は引取犬等若しくは収容動物を処分する作業に従事

食鳥検査業務に従事

犬の抑留作業で特に危険を伴うものに従事

通信指令業務に従事

消防職員が深夜における交替制勤務に従事

診療業務手当

清掃作業手当

医療業務手当

医師・看護師又は放射線技師が放射線撮影作業
に従事

行旅病人又は行旅死亡人の収容又は護送に従事

ごみの収集作業又は処理作業に従事

斎場墓地管理作業等従事手当

医師又は歯科医師が医療業務に従事

病理細菌の検出その他これに準ずる業務に従事

保健センター勤務の者

支給対象職員数（令和４年）

2,95310

国の制度（支給率）支給率

市立斎場又は本市が管理する墓地の管理業務に従事

飼い犬の捕獲又は動物の収容作業に従事

市立斎場において産汚物焼却業務に従事

職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算）

引取又は収容した動物の治療業務に従事

主な支給対象職員・業務

支給対象地域

10

支給実績（令和３年度決算）

1,148,124

東大阪市

99,279

現場作業監督業務手当

市税、保険料、使用料又は負担金の滞納処分等を行うため外勤業務に従事

27.9

感染症患者の検診、感染症病原体の検査、培養等の業務に従事

社会福祉業務手当

381,944

120

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和３年度）

【特例】
　新型コロナウイルス感染症から市民等の生命及び健康を保護するため
に行われた措置に係る作業に従事した場合（R2.2.1～）

【特例】日額3,000円（身体に接
触して行う作業等の場合は
4,000円）



(5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１日

　　　　現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）で

　　　　あり、短時間勤務職員を含む。

日額1,800～3,600円

教育職員が対外運動競技等で泊を伴う生徒の引率指導業務に従事 日額5,100円

（3級以上は4,995円）

教育職員が生徒の負傷等に伴う救急業務に従事

（屋外業務は4,320円）

教育職員が週休日等に部活動等における生徒の指導業務に従事

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

教員特殊業務手当

日額3,750～7,500円

指揮車等の機関業務に従事

救急業務のため緊急出動したとき

日額4,050円

教育職員が非常災害時等で生徒の保護業務等に従事

日額7,500円

（3級以上は6,570円）

年末年始に市立斎場施設の緊急維持補修業務に従事

勤務1回につき4,320円

勤務1回につき4,005円

日額6,210円

（3級以上は6,570円）

（3級以上は9,360円）

100円を加算

日額6,840円

（3級以上は400円）

出動1回につき250円

消防職員が年末年始に17時３０分から24時までの交替制勤務に従事

日額11,250円

勤務時間外等において災害対策のため外勤業務に従事

（3級以上は3,330円）

(時間外勤務1時間につき315円加算)

救急車両の機関業務に従事又は救急救命士が救急救命業務に従事

(時間外勤務1時間につき315円加算)

勤務1回につき2,475円

年末年始に市立斎場、本市が管理する墓地の管理業務に従事
日額29,340円

150円を加算

50円を加算

(時間外勤務1時間につき315円加算)

50円を加算

(時間外勤務1時間につき315円加算)

1時間につき200円

200円を加算

（3級以上は200円）

日額5,400円

(時間外勤務1時間につき315円加算)

出動1回につき50円

災害応急業務手当

消防出動手当

年末年始業務手当

上記以外で年末年始において業務に従事

年末年始に休日急病診療所の職員が業務に従事

年末年始に感染症等の業務に従事

日額6,840円

日額4,860円

消防職員が年末年始に0時から9時までの交替制勤務に従事

（3級以上は6,030円）

教育職員が生徒に対する緊急の補導業務に従事

日額5,100円

教育職員が週休日等に入学試験に係る受験生の監督業務等に従事 日額900円

教育職員が修学旅行等で泊を伴う生徒の引率指導業務に従事

日額4,000～8,000円

323

704,664

消防職員が年末年始に9時から24時までの交替制勤務に従事

310

中型免許を要する消防車両の機関業務に従事

支 給 実 績 （ 令 和 ２ 年 度 決 算 ） 666,921

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ２ 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

年末年始に死体焼却業務に従事

年末年始にゴミの収集作業又は処理作業に従事

年末年始に食鳥検査業務に従事

普通免許を要する消防車両（指揮車等除く）の機関業務に従事

大型免許を要する消防車両の機関業務に従事

消火、救助等の警防活動のため緊急出動したとき



（6) その他の手当（令和４年４月１日現在）

①　教育職以外の職員

円

円

円

円

円

円

円

円

住居手当 ア．家賃額が月額6,000円を超える場合 家賃と6,000円との差額の2分の1(その差額の2分の1が18,500円を超える

の内容 ときは18,500円)に6,000円を加算した額

イ．家賃額が月額6,000円までの場合 家賃の額

管理職

手当の 円 円 円

主な内 円 円 円

容 円

円 円 円

円 円 円

円

※総括主幹については31,500円までの範囲内で加算あり。

再任用職員

局　長 96,000 局次長

総括主幹 31,000

部次長 57,000

100,000

部次長 70,000 参　事 60,000

135,696

支　給　額 役　職　名 支　給　額 役　職　名 支　給　額

円

○勤務公署を異にする異動
等に伴い転居し、配偶者と
別居し、単身で生活すること
を常況とする職員に支給
１月あたり　30,000円（距離
に応じた加算あり）

○正規の勤務時間として午
後10時から翌日午前5時ま
での間に勤務した場合
支給割合25/100

千円

役　職　名

再任用職員
以外の職員

局　長 110,000 局次長 102,000

0

○役職に応じて支給
31,000～110,000円

異 別掲

24,826

部　長

課　長

総括主幹 40,000

46,000

85,000

参　事 46,000 課　長

60,000

部　長87,000

千円22,493

単身赴任手当 同

千円

扶養手当

同

住居手当

支給職員１人当たり

258,665

との異同 異なる内容 （令和３年度決算） 平均支給年額

同 303,155

国の制度と

693,348千円

0

管理職員特別勤務手当

○管理職員が週休日等に
勤務した場合
勤務1回につき4,300～
10,500円

通勤手当

夜間勤務手当

同

同

千円

内容及び支給単価

【国】支給額
4,200円

千円

異

133,473

千円

○祝日及び年末年始の休
日において、正規の勤務時
間中に勤務した場合
支給割合135/100

別掲

千円

○借家の居住者に対し家賃
額に応じて支給
限度額　24,500円

○交通機関利用者には６ヶ
月定期代相当額
交通用具利用者には通勤
距離に応じて
1月あたり2,000～31,600円

千円

（令和３年度決算）

151,025

180,273

327,435

○扶養親族のある職員に支
給
配偶者、父母等　 6,500円
（行政職8級相当の者は
3,500円、9級相当の者は支
給なし。）
子　10,000円
（15歳に達する日後の最初
の4月1日から22歳に達する
日以後の3月31日までの子1
人につき、5,000円加算）

手　当　名

異 305,548

国の制度 支給実績

別掲

○宿日直勤務を命ぜられた
場合
勤務1回につき5,900円以内

管理職手当

休日勤務手当

456,916

243,197

異

56,658

宿日直手当



管理職員特

別勤務手当

の内容

②　教育職

円

円

円

円

円

円

円

管理職

手当の 円 円 円

主な内 円

容 円 円

勤務1回につき7,500円

イ．管理職員が週休日等における３時間以上6時間未満の勤務（ウ及びエの勤務を除く）に従事 勤務1回につき4,300円

勤務1回につき6,300円

111,351

千円
○借家の居住者に対し家賃
額に応じて支給
限度額　28,000円

同

異

交通用具等を
利用している
職員で、身体
に障害を有す
る者
→2,900～
43,600円の範
囲内で距離に
応じて支給

14,310

宿日直手当

扶養手当

○扶養親族のある職員に支
給
配偶者、父母等　 6,500円
子　10,000円
（15歳に達する日後の最初
の4月1日から22歳に達する
日以後の3月31日までの子1
人につき、5,000円加算）

住居手当

16,814

異

手　当　名 内容及び支給単価 との異同

659,520

支給実績国の制度 国の制度と

（令和３年度決算）

ウ．管理職員である消防職員が週休日等において午前９時から午後１２時までの勤務に従事 勤務1回につき10,500円

エ．管理職員である消防職員が週休日等において午前０時から午前９時までの勤務に従事

支給職員１人当たり

（令和３年度決算）

ア．管理職員が週休日等における６時間以上の勤務（ウ及びエの勤務を除く）に従事

○宿直勤務又は日直勤務
を命ぜられ勤務した職員に
支給
支給単価
５時間以上：１回6,700円
５時間未満：1回3,350円
執務時間が午前9時から午
後１時までとされている日
　　　　　　　：1回3,350円

異

（国規則）
５時間以上：１
回4,400円
５時間未満：１
回2,200円
執務時間が午
前9時から午
後１時までとさ
れている日
：１回2,200円

別掲

千円

千円9,371

0

246,605

317,989

千円

千円

異なる内容 平均支給年額

同

0

通勤手当

○交通機関利用者には、支
給対象期間の通勤に要する
運賃等相当額（1月当り
55,000円まで）
交通用具利用者には通勤
距離に応じて
1月あたり2,000～31,600円

管理職手当
○役職に応じて支給
30,700円～80,900円を支給

9,893

6,580

支　給　額

高等学校長 66,900

幼稚園主任教諭

高等学校教頭

千円 40,369

役　職　名 支　給　額

○高等学校及び幼稚園に
勤務する教育職員に支給
支給単価：
級及び号給に応じて2,000
円～8,000円
※幼稚園教員については、
1/2の額を支給

80,900

30,700

66,100幼稚園長

支　給　額

夜間勤務手当

役　職　名

再任用職員
以外の職員

役　職　名

50,800再任用職員 幼稚園長

同

40,000幼稚園主任教諭

　　義務教育等教員
　　特別手当

54 2,240千円

○正規の勤務時間として
午後10時から翌日午前5
時までの間に勤務した場
合
支給割合25/100



５　特別職の報酬等の状況（令和４年４月１日現在）

円 円／ 円

( 円 )

円 円／ 円

( 円 )

円 円／ 円

( 円 )

円 円／ 円

( 円 )

円 円／ 円

( 円 )

月分

月分

　　 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

給料月額×在職月数×５０／１００ 千円 任期毎に支給

給料月額×在職月数×３５／１００ 千円 任期毎に支給

(注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。（減額措置の実施なし）               

     ２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）     

           勤めた場合における退職手当の見込額である。                                 

６　職員数の状況

（1)部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。

　　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

630,000 700,000 475,000

827,000

720,000

副 議 長 748,000 504,000

教育部門

労働

その他

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　　 門

合　　　計

消防部門

一

般

行

政

部

門

1,030,000

市 長

974,000

区 分 給 料 月 額 等

給

料

対前年
増減数

　　　　　　　　　　　　　区　　分

　部　　門
主 な 増 減 理 由

584,000

707,0001,180,000

税務

　　（令和３年度支給割合）

令和３年

1,030,000

議 員

870,000

事務の統廃合縮小

副 市 長

期
末
手
当

退
職
手
当 副 市 長

（参考）類似団体における最高／最低額

696,000

体制強化

669

120

-1

-2

230

1,879 -6

定年退職

短時間勤務職員の採用

376 -2

体制強化

短時間勤務職員の採用

短時間勤務職員の採用

1,873

定年退職-2

<参考>人口１万当たり職員数 63.28人

小　　　計 299

27

土木

民生

計

下水道部門

406

商工

普

通

会

計

部

門

7

衛生

142

29 2

517

総務

15

143

630,000

市 長

議 員

4.05

市 長

3.9副 議 長

副 市 長

議 長

1

-116

0

661

371

413

236

-8

6

-22

2,765

369

議会

令和４年

水道部門

農林水産

7

-7

91

870,000

666,000

720,000

666,000

議 長

体制強化

2

事務の民間委託

報

酬

職 員 数

24,720

6

小　　　計

5

　　（令和３年度支給割合）

14,616

-1

事務の統廃合縮小

<参考>人口１万当たり職員数 38.85人
（類似団体の人口１万当たりの職員数 46.78人）

体制強化

516

3,073

77

<参考>人口１万当たり職員数 57.35人
（類似団体の人口１万当たりの職員数 64.31人）

-9

378

89

129

2,774

枠外教員の減員

286

[   3,591  ］ [   3,591  ］

-9

-13

3,051

79



（2)年齢別職員構成の状況（令和４年４月１日現在）

（3)職員数の推移

（単位：人・％）

(注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

( 2.4%)

(-14.1%)286

3,036 3,073 3,051
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７　公営企業職員の状況
(1)　水道事業

① 職員給与費の状況

　決算

職員給与費 　（参考）

（注）　資本勘定支弁職員に係る職員給与費151,279千円を含まない。

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。

      ２　職員数は、令和４年３月３１日現在の人数である。また、短時間勤務職員（任期付短時間勤務職員

　　　　　及び再任用短時間勤務職員。以下同じ。）を含み、会計年度任用職員を含まない。

　　　３　給与費には、短時間勤務職員の給与費が含まれ、会計年度任用職員の給与費は含まれない。

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和４年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円 千円

（令和３年度支給割合） ※ （令和３年度支給割合） ※

　　期末手当　 勤勉手当 　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

 月分  月分  月分  月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　5%～20% ・役職加算　5%～20%

（注） ( )内は再任用職員に係る支給割合である。  

イ　退職手当（令和４年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（4%～10%加算） （4%～10%加算）

千円 千円 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、令和３年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当（令和４年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

令和２年度の総費用に占

支給対象職員数（Ｒ４）

47.709

33.27075

47.709

24,257

1.9

335,492

47.709

一人当たり

給与費 　　B/A

東大阪市（企業会計除く）

19.6695 24.586875

28.0395

千円

支給対象地域

10 10

4,665

東大阪市

22,359

一般行政職の制度（支給率）

千円

める職員給与費比率

( 0.9 )

千円

　　計　　Ｂ

2.55

１人当たり平均支給額（令和３年度）

期末・勤勉手当

346,719

千円

537,094

200,838

％

純損益又は実

670,975

　質収支

　　　　　　Ｂ／Ａ

職員給与費比率

52,180

団 体 平 均

１人当たり平均支給額（令和３年度）

東大阪市（企業会計除く）

6,325130

1,503

東 大 阪 市

千円

給　 料

　　　　　　区　　分

人

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

３年度 千円　

区　　分

職員手当

7.8

区　　分 総費用

8,583,404

Ａ  

総費用に占める

支給実績（令和３年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算）

39.757547.709

( 1.45 ) ( 1.45 )

822,254

３年度

28.0395

平均月収額

東大阪市水道事業会計

33.27075

483,894

　　　　　千円

東大阪市水道事業会計

基本給

支給率

24.586875

47.709

19.6695

47.709

134

375,399

2.55

11,171

344,966

1,444

42.0

137,522

45.5

　　　　　　Ａ

職員数

　　　　千円

( 0.9 )

39.7575

平　均　年　齢

1.9

％千円　

一人当たり給与費

（参考）類似団体平均

Ｂ　

9.3

6,028

501,390

１人当たり平均支給額 １人当たり平均支給額

※　令和３年人事院勧告
における0.15月の引き下
げ分（4.45月→4.3月）を令
和４年６月期で調整。



エ　特殊勤務手当（令和４年４月１日現在）

千円

千円

　％

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１日

　　　　現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）で

　　　　あり、短時間勤務職員を含む。

カ　その他の手当（令和４年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

○祝日及び年末年始の休日に
おいて、正規の勤務時間中に勤
務した場合
支給割合135/100

○正規の勤務時間として午後10
時から翌日午前5時までの間に
勤務した場合
支給割合25/100

○宿日直勤務を命ぜられた場合
勤務1回につき7,400円

○役職に応じて支給
40,000～110,000円

○管理職員が週休日等に勤務し
た場合
勤務1回につき4,300～7,500円

○借家の居住者に対し家賃額に
応じて支給
限度額　24,500円

危険手当

22時から5時の間の業務に従事

支 給 実 績 （ 令 和 ２ 年 度 決 算 ）

支 給 実 績 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ） 22,378

毒物又は劇物の取扱業務に従事

千円

高圧電気取扱業務に従事

一般行政職
の制度との
異同

日額250円

異

0

0

同

327,215

1時間につき450円

突発事故等の非常呼集により業務に従事

日額200円

435

千円 266,998

内容及び支給単価

○扶養親族のある職員に支給
配偶者、父母等　 6,500円
（8級の者は3,500円、9級の者は
支給なし。）
子　10,000円
（15歳に達する日後の最初の4月
1日から22歳に達する日以後の3
月31日までの子1人につき、
5,000円加算）

○交通機関利用者には６ヶ月定
期代相当額
交通用具利用者には通勤距離
に応じて1月あたり2,000～31,600
円

107,966

日額200円

25,630

29,880

0

10,143

12,282

627

千円

0

平均支給年額

711,933

千円

休日勤務手当

災害時に緊急を要する業務に従事

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ） 217

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ２ 年 度 決 算 ）

支給実績

千円12,740同通勤手当

270

管理職手当

特別事務手当

職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算）

支給実績（令和３年度決算）

手当の種類（手当数）

手当の名称

31

扶養手当

手　当　名 （令和３年度決算）
一般行政職
の制度と異
なる内容

31,267

夜間特殊業務手当

３種類

同

（令和３年度決算）

支給職員１人当たり

交通を遮断することなく行う道路上等の工事現場作業等に従事

1回につき1,100円深夜の全部の時間の業務に従事

支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和３年度）

1回につき250円

主な支給対象職員・業務

27.7

1時間につき200円

外勤で停水業務に従事

1回につき1,000円

同

同

宿日直手当

住居手当

同

管理職員特別勤務手当 同

1,107

千円 28,967

千円

千円

夜間勤務手当

【一般行政
職】支給額
5,900円以内



(2)　下水道事業

① 職員給与費の状況

　決算

職員給与費 　（参考）

（注）　資本勘定支弁職員に係る職員給与費171,636千円を含みません。

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。

      ２　職員数は、令和４年３月３１日現在の人数で、短時間勤務職員及び会計年度任用職員を含まない。

　　　３　給与費については、短時間勤務職員の給与費が含まれているが、

　　　　　会計年度任用職員の給与費は含まれていない。

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和４年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円 千円

（令和３年度支給割合） ※ （令和３年度支給割合） ※

　　期末手当　 勤勉手当 　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

 月分  月分  月分  月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　5%～20% ・役職加算　5%～20%

（注） ( )内は再任用職員に係る支給割合です。  

イ　退職手当（令和４年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（4%～10%加算） （4%～10%加算）

千円 千円 千円 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、令和３年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当（令和４年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

千円

915,577

千円 千円

　　計　　Ｂ

千円

2.55 1.9

1,503

（参考）類似団体平均

一人当たり給与費　　　　給与費 　　B/A

5,920

千円　 ％

3.1

給　 料

Ｂ　

３年度

区　分 職員数

15,282,892

給　　　　　　　与　　　　　　　費

％

491,311 3.2

　質収支

総費用区　　分

Ａ  

職員給与費比率

純損益又は実

　　　　　　Ｂ／Ａ 　占める職員給与費比率

総費用に占める

一人当たり

6,479126,178

東大阪市下水道事業会計

19.6695

団 体 平 均

　令和２年度の総費用に

40.1 346,271

千円　

職員手当 期末・勤勉手当

平均月収額

511,880

３年度 人

535,301

　　　　　　Ａ

　　　　　千円 千円

79

平　均　年　齢

43.9

　　　　　　区　　分

493,022

東 大 阪 市

299,998 85,704

28.0395

　　　　千円

東大阪市下水道事業会計

1,577

基本給

( 1.45 ) ( 0.9 )

1.9

24.586875

東大阪市（企業会計除く）

19.6695

( 1.45 )

１人当たり平均支給額（令和３年度）１人当たり平均支給額（令和３年度）

331,629

※　令和３年人事院勧告
における0.15月の引き下
げ分（4.45月→4.3月）を令
和４年６月期で調整。

39.7575

一般行政職の制度（支給率）

395,732

47.709

24.586875

東大阪市（企業会計除く）

( 0.9 )

28.0395 33.27075

4,665

47.709 47.709

21,97615,018

支給対象職員数（R４）

47.709

東大阪市

支給率

32,450

支給対象地域

33.27075

2.55

78 10

47.709

47.709

支給実績（令和３年度決算）

10

支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算）

39.7575

22,359１人当たり平均支給額 １人当たり平均支給額



エ　特殊勤務手当（令和４年４月１日現在）

千円

千円

　％

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１日

　　　　現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）で

　　　　あり、短時間勤務職員を含む。

カ　その他の手当（令和４年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

○祝日及び年末年始の休日に
おいて、正規の勤務時間中に
勤務した場合
支給割合135/100

○正規の勤務時間として午後
10時から翌日午前5時までの間
に勤務した場合
支給割合25/100

○宿日直勤務を命ぜられた場
合
勤務1回につき7,400円

○役職に応じて支給
40,000～110,000円

○交通機関利用者には６ヶ月
定期代相当額
交通用具利用者には通勤距離
に応じて
1月あたり2,000～31,600円

19,038

0

休日勤務手当

千円

同

支給職員１人当たり

手　当　名

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ）

千円133

勤務時間外等において災害対策のため外勤業務に従事

一般行政職
の制度との
異同

夜間勤務手当 同 0

千円
○管理職員が週休日等に勤務
した場合
勤務1回につき4,300～7,500円

686,067

宿日直手当

15,854管理職員特別勤務手当 同 32

管理職手当 同 15,780 千円

0

支給実績

支 給 実 績 （ 令 和 ３ 年 度 決 算 ） 8,671

（令和３年度決算） 平均支給年額

（令和３年度決算）

内容及び支給単価

91

8,723 千円

0.0

手当の種類（手当数） ３種類

支給実績（令和３年度決算）

年末年始における業務に従事

職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算）

（屋外業務は4,320円）

手当の名称 主な支給対象職員・業務

滞納処分業務等従事手当

支給単価

日額100円

年末年始業務手当

災害応急業務手当

（3級以上は6,570円）

1時間につき200円

公共下水道使用料又は受益者負担金の滞納処分を行うため外勤業務に従事

日額4,050円

292,202

131

支 給 実 績 （ 令 和 ２ 年 度 決 算 ） 6,184

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 令 和 ２ 年 度 決 算 ）

通勤手当

235,752

8,474

一般行政職
の制度と異
なる内容

千円

異
【一般行政
職】支給額
5,900円以内

0 千円

0

0

住居手当 同

同扶養手当

同

○扶養親族のある職員に支給
配偶者、父母等　 6,500円
（8級の者は3,500円、9級の者
は支給なし。）
子　10,000円
（15歳に達する日後の最初の4
月1日から22歳に達する日以後
の3月31日までの子1人につ
き、5,000円加算）

○借家の居住者に対し家賃額
に応じて支給
限度額　24,500円

11,442 150,553千円

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和３年度）


